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入庁 3 年目。「一時期とはいえ、名護屋は 20 万
人ほどが生活した大都市でした。そこで生活し
た人々の痕跡を是非探して見てください」
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元々この陣跡は、徳川家康が最初に陣を構えた場

所でした。ところが近隣の前田利家陣との間で水

場を巡る争いが起こり、一触即発の事態になっ

たところを、同じく近隣に陣を置いた伊達政宗

が仲裁に入りました。その後、秀吉により名護

屋城の近くに陣が移されましたが、家康自身

は渡海せずに秀吉の補佐に徹したため、もと

の陣は別陣として下屋敷や多くの家臣たち

が駐留する場所として使われたようです。

長屋状の建物や茶室、櫓などの建物跡が見

つかっており、陣での生活の一端がうか

がえます。このように二つ陣を持ってい

たのは、家康や政宗など主要な大名で、

江戸時代後期の配陣図にも描かれてい

ます。配陣図は江戸時代後期以降に描

かれたものばかりですが、豊臣家が

滅んだ後の記録や伝承などを整理し

研究が進んだものと思われます。

自分は調査研究担当として主
にフィールドワークを行なっ
ています。発掘調査結果をみ
なさんに見てもらうように整
備したり、報告書をまとめた
りという仕事です。今日は建
築史という観点から、徳川家
康別陣跡を見てもらおうとお
もいます。

「はじまりの名護屋城」ミニ
刊行物z ine@（じんあっ
と）、第２号は学芸員の大橋
さんに徳川家康別陣跡を案内
してもらった。大橋さん、ど
うしてこの陣の紹介を？

Tokugawa
Ieyasu

やぐら



名護屋城本城から 1.3km ほど離れるこの陣は、曲輪と

呼ばれる区画が複数集まって構成されています。この

陣には下屋敷という別の言い方が配陣図にも記されて

いるのですが、江戸時代における下屋敷は先代の殿様

の隠居屋敷だったり、次代の若殿様が住まう場所だっ

たり、家臣が駐留するための場所でした。また、遊興

空間として使われた例もあり、この陣からは茶室の跡

が出ています。もしかしたらこの場所で家康がお茶を

嗜んでいたのかもしれません。また、同じ遊興空間で

も能舞台は現在のところ確認できていません。今後の

調査で見つかる可能性もあります。

要 所 の 警 備 を 任 さ れ た、

家 康 へ の 絶 大 な 信 頼。

海の突端には櫓台の跡が見受けられます。こ

こは海と川を監視するための、重要な場所

だったと思われます。当時は今と違って、樹

木もなかったので見晴らしもよかったのでは

ないでしょうか。新しく構えた陣も名護屋浦

を挟んで向かい側なので２つの陣は、防衛上

相当重要な場所に置かれたことになります。

さらに周辺には本多忠勝や大久保忠世など秀

吉の覚えもめでたい家康の重臣たちの陣も置

かれていました。だから相当家康は信頼され

ていたんでしょうね。それは実際に大陸に攻

め込まずに、秀吉の近くに留め置いたという

ことからも分かるかもしれません。逆に、こ

の直前には九州攻略が行われていますので、

島津などの九州勢の多くは実際に出兵をしま

した。そのあとの処遇も、大陸での働き次第

みたいなところがあったんでしょうね。

徳
川
家
康
別
陣
跡

肥前名護屋城図屏風
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大橋さんから話を聞いたあと、昼食に名護屋城博物
館近くのイカ割烹のお店へ。呼子といえばイカでしょう。
ところが悪天候のため「本日はイカの活造りが入荷して
おりません」天ぷらならできるというので、エビなど海鮮
の天ぷらをいただく。そういえば俗説によると家康の死
因は天ぷらの食べ過ぎだったような、、、と想いを巡ら
しているとお店の方が申し訳なさそうに「たった今、イカ
が入荷しましたがイカがなされますか？」うーん、残念な
がら家康みたいに食べ過ぎになってしまうので、活造
りは次回。まぁタイミング次第でこれもまた、いっか。

在 り し 日 の 家 康
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た
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立
入
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止
）

このような陣跡の調査自体は数か年の計

画を立てて、一つの陣跡あたり４～５年

くらいの歳月をかけて行なっています。

この徳川別陣跡自体はまだ正面入口の正

確な位置なども分かっておらず、今後の

調査が待たれるところです。これまでに

調査した箇所は、露出による風化がない

ように、その表面を土で覆って保護して

いる状態になります。建物跡などをわか

りやすく見せようとすると堀秀治陣跡み

たいな整備をする方法もあります。その

ような整備をすると見ごたえのあるもの

になると思いますが、今は想像力を働か

せてこの場所でお茶を嗜んでいたかもし

れない在りし日の家康の姿を楽しんでい

ただければ。陣跡自体にはいつでも入っ

ていただけますので。

ここに15000人もいたとは考
えにくいので普通の兵士はこ
の周りで野営をしていたような
状態だったのかも。



"Zine@" is a magazine that brings you to the Warring States Period.

Thinking of the Warlords and make your own Original Zine!
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口
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万
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都
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あ
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ま
る
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う
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。

名古屋陣之図（佐賀県立名護屋城博物館蔵）


